
ふかえりのわくわくFP通信
ちょっと気になる「資産運用」「保険」「年金」などお金についての話題をお届けします。

あけましておめでとうございます。
皆さま、穏やかにお過ごしでしょうか。
新しい年が、明るく実りの多い一年になります
ように。
今年の干支は「丙午（ひのえ・うま）」。
太陽のようなエネルギーを持つ「丙」と、力強
く走る「午」の年は、前向きに一歩踏み出すの
にぴったりの一年になりそうです。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

【FPが教える！部屋が片付く！お金
が貯まる！整理整頓レッスン】でお見

せしていますが、私の“自慢のスカーフ収納”。
実はかなりのコレクション癖があり、数もなか
なかあります。
馬柄のスカーフも2枚。このスカーフを新年の
コーディネートに取り入れて楽しみたいと思っ
ています。

また、2/20〜3/21に自宅のリフォームを予定し
ています。
この前後にレッスンにご参加いただくと、リア
ルなビフォー・アフターのお話もできますので、
リフォームをお考えの方の参考になれば嬉しい
です。
拙著『将来への備えは楽しく、賢く！ひとりシ
ニアのお金と暮らしの基本』の読者の方は、参
加費は何回でも無料です。
ぜひお気軽にご参加ください。

開催日時：毎月2日＆16日 14:00〜16:00
場所：田園都市線用賀駅から徒歩３分深川自宅
（お申し込み後、詳細をお知らせします。）
参加費：拙著『将来への備えは楽しく、賢く！
ひとりシニアのお金と暮らしの基本』読者 無
料

詳細＆お申込み→
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浴槽での高齢者の溺死者数は年間6,073人

政府広報オンラインや最新の人口動態統計による

と、家庭や居住施設の浴槽での高齢者の溺死者数

は、令和5年に6,073人にのぼっています。

これは、同年の高齢者の交通事故死者数2,116人

のおよそ3倍という、非常に高い数字です。

下図は、月別の入浴中事故死者数の推移を示した

ものです。特に寒い時期に事故が多く発生してい

ることがわかります。

気温が低い季節に入浴中の事故が集中する主な原

因は、「ヒートショック」だといわれています。

暖かい居間から寒い脱衣所へ移動すると血管が収

縮し、血圧が急上昇します。

さらに、その状態で熱いお湯に浸かると血管が一

気に広がり、今度は血圧が急降下します。このよ

うな血圧の大きな変動は、脳や心臓に大きな負担

をかけ、浴槽内で意識を失い、溺死につながるこ

ともあります。

毎年、夏になると話題になる熱中症による死亡者

数は、多い年でもおよそ2,000人程度です。それ

と比べると、ヒートショックによる死亡事故がい

かに多いかがわかります。

特に高齢のご家族がいらっしゃるご家庭では、入

浴前に脱衣所や浴室を暖めるなど、できる対策を

日常の習慣にしていきたいものですね。

「みらいのお金クリニック」
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インフレ時代のお金との向き合い方は？

ニュースで「物価高」「物価高対策」という
言葉を聞かない日はないほど、物価上昇は私
たちの生活に大きな影響を及ぼしています。

昨年10月には約3,000品目が値上げされ、身近
なお米をはじめ、500mlのペットボトルも200
円が当たり前の時代になってきました。
本来であれば、物価の上昇に見合うだけの給
与アップがあれば問題はありません。しかし
現実には、物価上昇に賃金の伸びが追いつい
ていない状況が続いています。

下図は、2022年4月以降の前年同月比における
実質賃金の伸び率を示したものです。
2024年4月には前年同月比マイナス1.7％とな
り、そこから2024年5月まで26か月連続でマイ
ナスが続きました。その後、一時的にプラス
へ転じた月はあったものの、2025年1月から10
月までは再び10か月連続でマイナスとなって
います。
この推移からも、長期間にわたって家計が圧
迫され続けてきたことがよく分かります。

この状態では、たとえ預金に金利が付いていたと
しても、モノの値段がそれ以上に上がっているた
め、お金の実質的な価値は毎年約2.5％ずつ目減
りしていることになります。
下図は、毎年2.5％ずつ価値が目減りした場合に、
100万円がどのように変化していくかを示したも
のです。

もう一つ、ぜひ注目しておきたいのが「実質金

利」です。

実質金利は、次の式で表されます。

（名目金利）－（物価上昇率）

たとえば、現在の日銀の短期政策金利を0.5％、

物価上昇率を3％とすると、実質金利はマイナ

ス2.5％ になります。

1年あたりではわずかな差に感じられるかもしれ

ませんが、20年後には実質的な価値が約4割も失

われてしまう計算になります。

特に、教育資金や老後資金など、将来に向けて準

備するお金については、こうしたインフレの影響

も踏まえて資金計画を考えていくことが大切です。

大切な資産が目減りするのを防ぐためには、イン

フレに強い資産や金融商品の活用を検討すること

も一つの方法です。

ただし、その前に欠かせないのがライフプランの

確認です。

いつ、どのくらいのお金が必要になるのか。

どの程度の資金を手元に置いておくべきなのか。

これらを整理して初めて、自分に合った商品や運

用方法を選ぶことができます。

「自分にとってどのような商品が適切なのか知り

たい」「まずはライフプランを整理してみたい」

そんな方は、どうぞお気軽にご相談ください。

総務省 実質賃金指数統計10月速報値より
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